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　１１月１日、１１月８日に子育てセンターなかよ

しと子育てセンターびらふで、香美市在住の妊婦・

乳幼児の保護者を対象に、香美市産材を使ったファ

ーストスプーン作りが開催されました。

　このイベントには『緑の募金』が活用されており、

小さい頃から木に触れて自然を大切にしてほしいと

いう思いから開催されています。

　１５本以上あるスプーンの形に切り抜かれた木の

中から好きな樹種を選び、目の粗い紙やすりで形を

作り変えた後、徐々に目の細かいやすりでなめらか

になるよう仕上げます。電熱ペンを使って子どもの

名前やマーク等を書き、最後に食用油でコーティン

グして完成です。

　会場には託児スペースがあり、日ごろ子育てに励

む皆さんも育児から離れ、２時間集中して作りまし

た。

　参加者の皆さんは、我が子のことを考えながら、

思い思いに使いやすい形になるように一生懸命作り

ました。木の心地よさや自然の大切さ、お子さんへ

のたくさんの愛情が感じられるイベントとなりまし

た。

木のファーストスプーン作り木のファーストスプーン作り

　１０月２日、京都府立山城総合運動公園体育館で

開催された第１９回全日本中学生女子相撲大会の超

軽量級（５０㌔未満）の部で、鏡野中学校３年の山

下さくら子さんが準優勝に輝きました。

　市長を表敬訪問した山下さんは、「もっともっと

練習して日本一になりたい」と今後の抱負を語って

くれました。

　今後ますますの活躍が期待されます。

　

　

　

　１１月２６日、香美警察庁舎前に大門松が設置さ

れました。

　大門松は、年末年始の交通安全を祈願して、平成

３年頃から毎年設置されています。大門松には、

『交通安全』と『暴力追放』の横断幕を巻き、１件

でも事件・事故がなくなるように呼び掛けています。

中学生女子相撲大会　準V中学生女子相撲大会　準V 今年も安全運転を今年も安全運転を

　大門松で呼び掛け　大門松で呼び掛け

　

　

　


